Veritas 2010年夏期講習　数学の内容
■■■■数学　センター対策　ⅠA×5回、ⅡB×5回■■■■
●センター試験の数学はⅠA、ⅡBとも60分で各4問。大問ごとの出題がほぼ決まっています。夏期講習では第1回から4回で大問１～大問４に対応し、各コマで3～4問を扱います。第5回では総合演習として4問セットで行います。
●要予習　必ず自力で問題と格闘しておいてください。

●注意事項とポイント

　本来、大問の一つが想定している範囲をしっかりできるようになるためには、それ相応の労力と時間を投入することが必要です。例えば1コマで「場合の数と確率」ができるようになるなどということはありません。魔法はありません。自分自身が格闘することを前提にしても、個別で3コマ、4コマくらいは必要です。典型的で重要な例題をあるていど網羅して扱おうと思ったらそのくらい必要になります。
　今回のセンター演習の主眼は、例えば「場合の数と確率」ができるようになる、ということではなくて、センターに向けてⅠAの第4問を攻略することができるようになるために、どのようなことを考え、どのような学習を積み上げて行かなくてはならないのか、を明確に掴むことです。これからの学習の方向性をハッキリつかむことです。その意識を持って臨んでください。別言すれば、問題を解いてその解答を聞くことが中心テーマではないということです。

●数学ⅠA
第1回　小問集合（方程式・不等式・集合と論理）

第2回　2次方程式・不等式・2次関数

第3回　平面図形・図形と計量

第4回　場合の数と確率

第5回　ⅠA　センター総合演習

●数学ⅡB

第1回　3角関数・指数関数・対数関数　その方程式・不等式

第2回　微分・積分（特に積分の面積計算）

第3回　数列

第4回　ベクトル

第5回　ⅡB　センター総合演習

■■■■解の配置と通過領域①～⑤■■■■
●文系、理系をとおして受験生が非常に苦労するところです。

　内容的にはⅠA、ⅡBの方程式、恒等式、図形と方程式（領域を含む）にまたがり、数Ⅲの微分の「解の個数を求めよ」などという問題にかかわってきます。（今回の内容はⅠAⅡBの範囲を扱います。）

一般的に「解の配置問題」と言われるものは例えば「-1≦x≦1の間に少なくとも一つ解をもつための条件をもとめよ」というタイプのものです。通過領域の問題とは、「ｔが正の実数値をとって変化するとき、y=2tx+t^2（ｔの2乗）が通過する領域を図示せよ」というようなタイプの問題です。実はこれは基本的に同じ趣旨の問題で、捉え方が異なるだけです。けれども「捉え方」が問題になるということは、公式を覚えるなどと言うこととは違い、考え方が問題になると言うことです。

例えば3角関数のように公式がたくさんあり、数式の扱いに技術が必要なものとことなり、一つひとつの式の扱いだけを見ればそれほど難しくはありません。けれどもたいていの生徒は苦手にしているし、何をやっているのか良く分からないと言います。あるいは解けても、なぜそれで解けるのかはっきりしないことが多いようです。それは技術的に難しいのではなく、考え方が難しいからです。

今回は、このやっかいな、けれども単元を越えてあちらこちらに顔を出す「解の配置問題」＝「通過領域」の問題を一括して扱います。

●全5回

●要予習　けれども大切なことは復習です。
「その問題」が解けることに大した意味はありません。「その問題」と授業を通して「考え方」を身につけることが大切です。ですから、必ず解きなおし、復習してください。「考え方」は授業で提示する内容だし、「身につける」ためには自分でやってみる以外にないからです。
■■■■数学ⅢC演習■■■■

●全4回

●内容は入試の標準的な問題を扱います。特に微分と積分の典型的な問題について演習と解説を行います。

●要予習

●典型問題が典型問題といわれることには意味があります。ただの頻出問題ではありません。その問題の中にエッセンスがあるからです。

　今回は具体的な問題を扱いながら、そのエッセンスを抽出し、一般化・類型化し、応用への道を広げていきます。

■■■■数学の論理■■■■
●全5回

●要予習

●ⅠA、ⅡBの既習者なら受講可能。

●内容は数学の土台に据えられなくてはならない論理とその扱いについて問題演習を通して触れます。

　例えば必要条件、十分条件、すべての実数とある実数、方程式と恒等式、逆・裏・対偶などなど。

　こう書くと、「論理と命題」「集合と論理」という一つの単元を扱うように誤解する人がたくさんいますが、実は数式・図形とならんで、いや、それ以上に数学の土台中の土台がこの領域です。数学は他の自然科学以上に、純粋に論理学といっても過言ではありません。なぜなら自然という正誤の判断の基準を数学はもたないからです。
　扱う問題としては不等式と領域、方程式と恒等式、その同値変形、必要条件・十分条件などです。
■■■■数学　方程式と不等式■■■■

●全5回　1，2年生対象

●要予習

●数学の土台が数式と図形（代数と幾何）であるならば、方程式と不等式（さらには恒等式）はその一方の土台の要をなしています。ここがしっかりしていないと高校での数学の土台の半ば以上がしっかりしていないことになります。ぜひとも固めておきたいところです。

　例えばa,x,bが実数であるという条件で、ax=bを解け、といわれたらキチンと解けますか？　意外に解けないものです。これ以上簡単なものはないというくらいの式ですが、解けません。（鋭い生徒であれば、ひょっとするとここで「そもそもこの式が何についての方程式なのか述べられていないから解きようがない」と思ったかもしれません。もしそう思ったのであれば、非常に数学的な論理感覚に優れていると思います。確かにaについて解くこともできるし、ｘについて解くこともできます。ｂについてはすでに解かれた形になっているから、これ以上やることはありません。）
　けれどもこうしたことが例えば図形と方程式・領域などで大切なこととしてクローズアップされてくるのです。

　等式以上に繊細な不等式になると本当に基本的なことができていないことが多いように思います。主軸は方程式になりますが、あわせて不等式の基本的な処理についてアプローチしていきます。

■■■■数学　ベクトルの基礎■■■■

●全5回

●要予習

●ベクトルは得意、苦手がはっきり分かれる単元です。

　図形的な面と方程式的な面が重なり合うところで得意な人にとっては得点源であるし、他の領域の問題をベクトルを使って解くことで切れ味鋭い解答を作ったりします。そうしたベクトルですが、
①高校で初めて出会う内容であること。

②扱い方が多く、一つの問題に複数の解法が成り立つこと。

③図形と数式が連動しなくてはいけないこと。

などが特徴です。

　だから得意な人にとってはベクトルはとても簡単に思えます。初めてやることだから実は2次方程式や3次関数などよりもはるかに簡単なことしかやっていません。また扱い方多い、解法が多いということは、どうにでも解けるということでもあります。図形と数式が連動すると言うことも同じです。両方から攻められるということです。

　ところが不得意な生徒には、何をやって良いのか訳が分からないとなります。

　今回は例えば、ベクトルというのは方向と大きさがあるもの、というような基本的な考え方をはっきりさせることで、どのように問題にアプローチすることができるのかを明確にしていきます。

